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●ポスティングは犯罪？
　―東京都立川市の防衛庁官舎で、自衛隊のイラク派遣に反対するビラをまいた市民団体「立川自衛隊監視テント村」のメンバー3人が、住居侵入罪で起訴された―。
立川反戦ビラ事件は03年から04年にかけて起きた記憶に新しい事件である。この最高裁判決が今年4月に出され、被告3人の「有罪」が確定した。
立川事件の後も、ビラまきをめぐって検挙が相次いだ。
3人の逮捕は04年2月だが、そのわずか1月後に、東京都中央区のマンションで共産党の機関紙「赤旗」の号外を配布した社会保険庁の職員が国家公務員法違反容疑で逮捕された。さらに同年12月には、東京都葛飾区のマンションで共産党の「都議会報告」「区議会報告」等を配布した男性が住居侵入容疑で逮捕された。05年3月には、東京都町田市の都立高で日の丸掲揚などに反対するビラを配った男性2人が建造物侵入容疑で逮捕されたほか、同年9月にも、東京東京都世田谷区の警視庁官舎で共産党のビラをまいた厚生労働省課長補佐が住居侵入容疑で逮捕された。
●判決までの経緯
　立川反戦ビラ事件の場合、まず逮捕から数日後、支援者による「共同声明」と法学研究者51名の連名で「法学者声明」が発表され、これを朝日新聞が事件と共に取り上げたことで、社会的な注目を集めることとなった。次いでアムネスティ・インターナショナルが被告3人を日本で初めての「良心の囚人」と認定したことも、話題性を高める一要素となる。さらに、ビラ配布に伴う立入行為のようなきわめて軽微な法益侵害しかない犯罪に対しての捜査機関側の対応といえば、75日間にわたる勾留、家宅捜索、パソコン等事件との関連性が疑わしい物品の押収など、通常事件とは明らかに異なる「胡散臭い」ものであった。
　授業中は憲法の視点から議論してもらうために、興味深い資料は予告レジュメに載せることにしました。
来週までに立川反戦ビラ事件の一審、二審（できれば最高裁判決も）読んできてください。
　一審　　東京地裁平成16年12月16日　判例時報1892号150頁
　控訴審　東京高裁平成17年12月9日　判例時報1949号169頁
　上告審　最判平成20年4月11日　裁判所時報1457号6頁
なお参考文献としては
奥平康弘「『住居侵入罪』と『表現の自由』に関する若干の考察」世界2006年4月号36頁
阪口正二郎「防衛庁宿舎へのポスティング目的での立入り行為と表現の自由」法学教室336号８頁
（2008.9）
などがあります。

